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このたびは、YKK AP 商品をご採用いただき、誠にありがとうございます。

 サニセーフⅡ 折戸 S タイプ施工説明書

3. シーリング 　4. 吊元の交換 　5. ストッパーの取付

　8. ラッチの調整

1. 障子の取外し

本説明書は専門知識を有する業者様向けの内容となっております。 
誤った方法で作業を行うと、不具合につながるおそれがあります。
作業には危険が伴いますので、専門知識を有する業者様が行ってください。

同梱一覧

お願い
● 商品を正しく施工していただくために、本説明書の内容をご確認ください。
● 商品の施工については必ず本説明書に従ってください。
● 商品周辺の防水処理と商品本体のシーリングは説明書に従って必ず行ってくだ

さい。漏水は、家屋や家財を傷める原因になります。
● 取付開口部の水平・垂直、対角寸法およびねじれの無いこと確認してください。
　取付開口部の精度が悪いと商品本来の機能を発揮できず、家屋の損害の原因に

なります。
● 施工完了後、説明書の調整方法通り、調整が行われていることを確認してくだ

さい。調整不良は操作不良や異常音の原因になります。
● 施工完了後、取扱説明書・使い方＆お手入れガイドブックを施主様にお渡しく

ださい。

電動
ドライバー
使用禁止

電動ドライバー
　使用禁止

チェックシート
項　目 チェック欄

❶
❷
❸
❹
❺

枠のねじれ・対角ずれ・ハラミ・つづみのないことを
確認しましたか？

枠まわりのシーリングをしましたか？
障子吊込み後、開閉操作の確認を行いましたか？

枠の本固定にシーリングを併用しましたか？

調整後、ねじをしっかり締めましたか？

取付時、本文中に表示している「チェックマーク　　　  」の確認をしてください。

 ’10-6 月改訂

変  更 取替障子の取替要領を追加しました。
（2ページ参照）

シー
リン
グ材

シーリングマーク

「シーリングマーク」で表示している箇所
　のシーリングは必ず行ってください。
　シーリングがされないと、
　漏水の原因となったり、
　家屋や家財を傷めるなど
　重大事故につながるおそ
　れがあります。

シーリングは必ず実施してください！

「電動ドライバー使用禁止マーク」で表示している
　箇所のねじ止めは必ず手締めで行ってください。
　電動ドライバーを使用すると、
　部品を変形させたり、ねじ頭を
　つぶすおそれがあります。

電動
ドライバー
使用禁止

注　意

商品構成図

サッシ枠

引手

折戸

吊元 吊元

左勝手 右勝手

出荷時は左勝手になっています。

浴室側

番　号

姿　図

品　名

外付枠
内付枠
RC枠
リフォーム枠

①

丸皿木ねじ
（φ3.5×20）

丸皿木ねじ
（φ3.8×40）

16
11
18
ー

②

ねじり釘

12
12
ー
ー

③

上・たて枠アンカー

ー
ー
13
ー

④

下枠アンカー

ー
ー
3
ー

ー
ー
ー
12

1
1
1
1

■枠

番　号

姿　図

品　名

個　数

⑤

中トラスタッピンねじ
（φ4×20）

2

⑥

引手裏板

2

⑦

引手ホルダ

2

⑧ ⑨ ⑩

引手

1

■引手

ストッパー

脱衣室側より左右上部のレバーを下げ、戸車を枠から外してください。 障子を持ちながら、
浴室側へ倒して
外してください。

1
0
°
以
下

10°以下に開いた状態で
行ってください。開きす
ぎると障子がせり上がり、
取外しができません。

ポイント

1 2

注　意
戸車をはずすと障子が倒れてきますの
で、障子を支えながら行ってください。

戸車

レバー下
げ
る

障子のまわりにはゴムが付いています。
ゴムの損傷防止のため、外した障子は
逆さ（ガラリを上）にしてたて置きして
ください。

お願い

浴
室
側

脱
衣
室
側

脱衣室側

2. 枠の取付

A B

a b

－1≦（A－a）≦＋1
－1≦（B－b）≦＋1

－1≦（C－D）≦＋1

C

D E＝F＝G

■対角寸法の確認■垂直度の確認 ■ハラミ・
　つづみ
　の確認

お願い

②ねじり釘

①丸皿木ねじ
（φ3.5×20）

②ねじり釘

②ねじり釘

取付けの際、枠の
上下にご注意くだ
さい。
上枠には
Y00※※※※ウエ
の刻印が施されて
います。

ポイント
取付けの際、枠の
上下にご注意くだ
さい。
上枠には
Y00※※※※ウエ
の刻印が施されて
います。

ポイント

取付けの際、枠の
上下にご注意くだ
さい。
上枠には
Y00※※※※ウエ
の刻印が施されて
います。

ポイント

①丸皿木ねじ
（φ3.5×20）

①丸皿木ねじ
（φ3.5×20）

②ねじり釘

②ねじり釘
②ねじり釘

①丸皿木ねじ
（φ3.5×20）

固定用ねじ（別途）

固定用ねじ（別途）

固定用ねじ
（別途）

曲げ物（別途）または既設枠

曲げ物（別途）または既設枠

曲げ物（別途）
または既設枠

⑤皿木ねじ

現地の状態に合わせて、躯体側に曲げ物を
取付けるか、既設枠のヒレ部を切断し、
直接固定してください。

(φ3.8×40)

注　意
躯体側の防水処理は
必ず行ってください。

チェ
ック
❶

E
F

G

垂直度（前後・左右）・対角寸法差は、±1㎜以内としてください。
枠のねじれ・ハラミ・つづみのないように注意してください。

1開口部の水平・垂直・面違いを確かめてください。
2サッシ枠を開口部へはめ込み、仮止めし、下げ振り・水準器・巻尺などを使用し、
   水平・垂直・対角寸法を確認してください。
3枠の左右出入を調整してください。
  （出入を修正し、すき間があれば詰木を入れてください。）
4枠外部をねじり釘で本付けし、枠内部を皿木ねじでしっかり固定してください。
　上下枠に対したて枠は十分、直角に注意して取付けてください。

チェック❷

リフォーム枠 カバー工法用

在来内付枠在来外付枠

シーリング
枠の見付部本固定には必ずシーリングを併用してねじ留めしてください。
ねじ留め後、はみ出したシーリング材はきれいに拭き取ってください。

シーリング材

シ
ー
リ
ン
グ
材

シー
リン
グ材

シー
リン
グ材

●サッシの倒れ、対角などは仮溶接、本溶接後に十分確認してください。
●上枠および下枠の曲がり、ねじれがないように施工してください。
●たて枠の曲がりがないように施工してください。
●アンカー溶接の際、火花などでサッシ表面に傷、シミなどを付けない
　でください。
●枠取付後のモルタル詰の際、無理に詰め込んで枠を曲げたり、サッシ
　表面にモルタルが付着しないように注意してください。
　もし付着したらただちに清水で洗い流してください。
●モルタル詰は下枠、たて枠、上枠の順に行ってください。

お願い

1開口部の水平・垂直・面違いを確かめてください。
2サッシ枠を開口部へはめ込み、クサビなどを用いて仮止めし、下げ振り・
　水準器・巻尺などを使用し、水平・垂直・対角寸法を確認してください。
3枠の左右出入、倒れを調整してください。
　（出入・倒れを修正し、すき間があればクサビなどを入れてください。）
4アンカーを差筋に溶接して、固定してください。
　上下枠に対したて枠は十分、直角に注意して取付けてください。

下げ振り

クサビ

④下枠アンカー

水準器

下げ振り

❶

❷

❶

❷

水平・対角測定倒れ測定

❶❷の寸法差は、
1mm 以内になる
ように調整してく
ださい

RC枠

③上・たて枠アンカー

シーリング材

枠の取付およびシーリング作業を
適切に行わないと漏水および操作
不良の原因となります。

シーリング

チェック❸

吊元側
可動戸車

可動側可動側

障子下部の戸車を引き抜き、吊元側
と 可動側 の差替えを行ってください。  
吊元側

吊元戸車

上枠の吊元側切欠きにはめ込んでください。

⑥ストッパー

切欠き

ストッパーは必ず取付けてください。
障子脱落のおそれがあります。

注　意

⑨引手ホルダ

⑦中トラスタッピンねじ
(φ4×20)

⑧引手裏板

中桟引手
引手を可動側の中桟に
取付けてください。

⑩引手

溝

裏板は中桟の溝に入れ、
回転させてください。

たて框に接するように
固定してください。

浴室側

脱衣室側

浴室側

吊元側 摺動側

　6. 引手の取付

7. 障子の吊込み
チェック❹

障子の吊込みは、上下の戸車を正しくセットしてください。
障子がはずれるおそれがあります。

注　意

10°以下
4障子を10°以下に開いた状態で、
　摺動側の上戸車をレールにはめ
　込んでください。

1吊元側の下戸
　車をレール端
　部切欠きには
　め込んでくだ
　さい。

上戸車を90°回転させることに
より、吊元側と摺動側の使い分
けができます。

吊込み後に、必ず開閉操作
の確認を行ってください。

2摺動側の下戸
　車をレールに
　はめ込んでく
　ださい。

お願い

5障子の吊込み完了後、浴室側より上戸車の向きを確認
　してください。
正しくセットされると、
吊元側の上戸車
　　→　　マークが正面
摺動側の上戸車
　　→　　マークが正面

吊元

3吊元側の上戸車を
　レール端部切欠き
　にはめ込んでくだ
　さい。

切欠き

切欠き ストッパー

チェック❺

上ラッチ

上ラッチ取付用ねじ

枠レールとのかかり代が大きすぎると
開閉が重くなります。
開閉が重い場合、再度調整してください。

ポイント

小

大

開閉力

調整後、再度ねじをしっかりと締めてください。

お願い

注　意
あくまでも補助的な調整です。
施工のくるいをカバーするものではありません。

〈上ラッチ〉

開閉が重い場合
　　 ⇒ ねじ位置を長穴下部へ
開閉が軽い場合
　　 ⇒ ねじ位置を長穴上部へ

下ラッチガイド

下ラッチガイド取付用ねじ

ラッチ取付用ねじです。
このねじはゆるめない
でください。

小

大

開閉力 下ラッチ

〈下ラッチ〉

開閉が軽い場合 ⇒ ねじ位置を長穴下部へ
開閉が重い場合 ⇒ ねじ位置を長穴上部へ

吊元側

摺動側

吊元側 摺動側

1ページ

No. 16XAAAA-K00-526S5

( 右勝手の場合のみ )
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 サニセーフⅡ 取替障子 A・B施工説明書 ’10-6 月改訂
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同梱一覧

取替障子への交換は、以下の内容に従って正しく施工してください。
　※取替障子 C は、1 ページの内容に従ってください。

番　号

姿　図

品　名

備  考

■ 取替障子セット
①

薄バインド小ねじ
（φ4×5）

2
ー
ー

②

ストッパー ストッパー

ー
2
ー

③

2
2
ー

④

裏板
2
2
ー

番　号

姿　図

品　名

個　数

⑤

中トラスタッピンねじ
（φ4×20）

2

⑥

引手裏板

2

⑦

引手ホルダ

2

⑧

引手

1

■引手

裏板取付用

  取替障子A
  取替障子B
  取替障子C

　1. 障子の取外し
1 ページの「1. 障子の取外し」を参照

2. ストッパーの取替（取替障子 A、B のみ） 　3. 引手の取付

取付用ねじ

ストッパー

裏板

下枠

取付用ねじ

裏板

ストッパー

上枠

1取付用ねじを + ドライバーではずし、既設枠レールについて
　いる上下枠のストッパー、裏板を取外してください。

 2 1と逆の手順で上下レールの吊元側に、新しいストッパーを取付けてください。
　　 その際、ねじはしっかりと締め、ストッパーを固定してください。　　

※裏板と取付用ねじのないタイプもあります。

※本図はL勝手を示す

①ストッパー

下枠

④裏板

①ストッパー

④裏板

③薄バインド小ねじ
（φ4×5）

③薄バインド小ねじ
（φ4×5）

安全のためねじをしっかりと
固定してください。

注　意

上枠  上枠ストッパー取付図

 下枠ストッパー取付図

4. 障子の吊込み

上下回転軸部品は正しくセットされると
　　　マークが正面になります。

チェック❹
取替障子A・Bと取替障子Cでは吊元戸車のセット方向が異なり
ますので注意し、上下の戸車を正しくセットしてください。
障子が外れるおそれがあります。

注　意

4障子を10°以下に開いた状態で、
　摺動側の上戸車をレールにはめ
　込んでください。

上戸車を90°回転させることに
より、吊元側と摺動側の使い分
けができます。

吊込み後に、必ず開閉操作
の確認を行ってください。

お願い

5障子の吊込み完了後、浴室側より上戸車の向き
　を確認してください。

3吊元側の上戸車をストッパー
　横に納まるようにレールには
　め込んでください。

1吊元側の下戸車
　をストッパー横
　に納まるように
　レールにはめ込
　んでください。

2摺動側の下戸車を
　レールにはめ込ん
　でください。

※取替障子Cの障子の吊込みは、1ページ「7.障子の吊込み」を参照してください。

10°以下

吊元

吊元側

摺動側

吊元側

摺動側

吊元側 摺動側

1 ページの「6. 引手の取付」を参照

電動
ドライバー
使用禁止

電動ドライバー
　使用禁止

納まり参考図
内付型

すのこ
（別途）

※防水シートは
　アスファルトフェルトなどを使用のこと
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シーリング（別途）

※防水シート（別途）
防水テープ（別途）

シーリング（別途）

バックアップ材（別途）

バックアップ材（別途）

外付型

※防水シートは
　アスファルトフェルトなどを使用のこと。

（別途）
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※防水シート（別途）
防水テープ（別途）

シーリング（別途）

シーリング（別途）

バックアップ材(別途）

バックアップ材
（別途）

2.
5

浴室側姿図

浴槽のお取替えが生じた時のために、浴槽の出し入れ
開口はあらかじめご配慮ください。

※防水シートは
　アスファルトフェルトなどを使用のこと。
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57
14.5

シーリング（別途）

バックアップ材（別途）

防水テープ（別途）
※防水シート（別途）

1

28.4

浴室側姿図

浴槽のお取替えが生じた時のために、浴槽の出し入れ
開口はあらかじめご配慮ください。

※防水シートは
　アスファルトフェルトなどを使用のこと。
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シーリング（別途）
バックアップ材（別途）

防水テープ（別途）
※防水シート（別途）

28.4
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すのこ

防水テープ（別途）

※防水シート（別途）
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浴
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側

脱
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浴室側

脱衣室側
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防水テープ（別途）
※防水シート（別途）
バックアップ材（別途）
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※防水シート（別途）
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